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「郷里を観る」 香川県立観音寺第一高等学校　１年　小
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介
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　この写真は秋に雲辺寺山頂公園「天空のフォトフレーム」で撮影したも
のです。
　夕暮れで少し肌寒い中、秋晴れの空と眼下に見える観音寺市の街並みに
薄く雲がかかっていました。写真の女性が何を想い、街並みを観ているのか、
想像の膨らむ一枚になったと思います。

写 真 の 紹 介
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平
素
よ
り
市
議
会
に
対
し
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

12
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
推
挙
に
よ
り
、

二
度
目
の
議
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。

　

身
に
余
る
重
責
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
、
誠
心
誠
意
、
市
の
発
展
の
た
め
職
務
に

尽
力
い
た
す
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

わ
が
観
音
寺
市
で
も
住
み
や
す
い
町
・
住
み
た
い
町

を
目
指
し
、
今
以
上
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
、
子
ど

も
達
を
育
て
や
す
い
町
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

市
議
会
の
活
動
に
、
ご
理
解
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 議

長
に

　
　
大
矢
一
夫
氏
を
選
出

議
　
長

　
大
矢 
一
夫

総
　
　
　
　
務

委 員 長 篠 原 　 和 代

副委員長 合 田 千 佳 子

委 員 大 矢 　 一 夫

〃 大 平 　 直 昭

〃 白 川 　 雅 仁

〃 岸 上 　 政 憲

建
設
経
済

委 員 長 石 山 　 秀 和

副委員長 三 好 　 優 子

委 員 大 賀 　 正 三

〃 大 久 保 隆 敏

〃 立 石 　 隆 男

〃 豊 浦 　 孝 幸

委 員 長 大 賀 　 正 三

副委員長 石 山 　 秀 和

委　　員 大 久 保 隆 敏

〃 立 石 　 隆 男

〃 篠 原 　 和 代

〃 豊 浦 　 孝 幸

〃 岸 上 　 政 憲

文
　
教
　
民
　
生

委 員 長 詫 間 　  茂

副委員長 藤 田 　 　 均

委 員 篠 原 　 重 寿

〃 伊 丹 　 準 二

〃 井 下 　 尊 義

広
　
聴
　
広
　
報

委 員 長 三 好 　 優 子

副委員長 豊 浦 　 孝 幸

委 員 篠 原 　 重 寿

〃 詫 間 　  茂

〃 白 川 　 雅 仁

〃 合 田 千 佳 子

〃 岸 上 　 政 憲

常 任 委 員 会

観 音 寺 市 議 会 委 員 会 名 簿

議会運営委員会

12月定例会のあらまし
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●議員によるヘイトスピーチに当たる言動が明らかとなり、多方面に影響をもたらす結果
となった。ヘイトスピーチは到底許されるものではなく、今後、市議会をあげて再発防
止に向け、以下の取組みを進める。

（一）常に人権意識を保った行動となるように、全議員によるヘイトスピーチ根絶につい
て、不断の研修を行う。

（二）本市議会は、いかなる差別も無く、だれもが安心して暮らせる地域づくりを実現させ
るため、関係法令等の趣旨に沿い、ヘイトスピーチの根絶に向けた取組みを推進する。

●こども・子育て支援対策の一環として、出産予定日・出産
日の前月（多胎妊娠の場合は３か月前）から出産予定日・
出産日の翌々月までの４か月間（多胎妊娠の場合は６か月
間）の住民税を免除するもの。

●現職の任期満了に伴い、後任委員の任命に同意した。
　　　　　　　　　　　　　　　宝田　恒治 氏

−決議案第２号−
ヘイトスピーチの根絶への取組みを推進するための決議

−議案第 66 号−
観音寺市国民健康保険税条例の一部改正について

−議案第 67 号−
教育委員会委員の任命について

定
例
会
が
11
月
30
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
人
事
案
件
４
件
を
初
日
に
可
決
し
た
。

一
般
質
問
は
7
日
に
７
人
、
8
日
に
4
人
が
市
政
に
つ
い
て
た
だ
し
た
。

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
12
議
案
に
つ
い
て
審
査
し
た
。

最
終
日
に
は
、
各
常
任
委
員
会
付
託
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
た
。

ま
た
、
監
査
委
員
の
選
任
を
含
む
15
議
案
が
追
加
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
た
。

12月定例会の主な議案
Pick up!

Pick up!

Pick up!

本議会だよりでは、提出議案の一部を掲載しており
ます。その他、議案などの詳細は
市議会ホームページをご覧ください。

お知らせ
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12月定例会のあらまし

　デジタル行政推進事業　　　　　　　　　　　 　　　　　　４７３万円

●生成AI技術を活用したプラットフォームを導入し、市公式LINEを使った市民向け対話型
AIチャットボットの構築などを行うほか、市民満足度の向上や行政事務の効率化を図るもの。

　ふるさと納税推進事業　　　　　　　　　　　 　 　３億９, ６００万円

●がんばれ観音寺応援寄附金が当初想定していた額を大幅に超えることが見込まれるため、
必要経費を増額補正するもの。

　障害者自立支援給付費事業　　　　　　　　　　　　　 ５, ０００万円

●サービス利用量が増加し、給付費の不足が見込まれるため、増額補正するもの。

　防災重点農業用ため池緊急整備事業　　　 　　　　　　  ２５０万円

●国の方針により、今年度から市内における貯水量10万トン以上の防災重点農業用ため池
について、水位計及び定点カメラの設置を進める。［仁池、逆瀬池、大谷池、井関池］

　電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援事業　　　５億１７１万円

●電力・ガス・食料品等の価格高騰による家計への影響が大きい住民税非課税世帯等に対
し給付金を支給するもの。

　農林業者物価高騰対策支援事業　　　　　　　　　  　４, １２３万円

●物価高騰などにより、経営負担が増大している市内農林事業者の支援を目的に支援金を
支給するもの。

　漁業者物価高騰対策支援事業　　　　　　　　　　　 　　４３１万円

●物価高騰などにより、経営負担が増大している市内漁業者の支援を目的に支援金を支給
するもの。

−議案第 73 号−
令和５年度観音寺市一般会計補正予算（第５号）

−議案第 87 号−
令和５年度観音寺市一般会計補正予算（第６号）

Pick up!

Pick up!



5 ※一般質問ページに掲載の顔写真については、広報用写真を使用しております。

個 人 質 問

【
質
問
】
昔
な
が
ら
の
街
な
ど
に
は
、
幅
員
が
4.5
メ
ー

ト
ル
未
満
の
狭
あ
い
道
路
と
呼
ば
れ
る
狭
い
道
が
多
く

残
っ
て
お
り
、
救
急
車
や
消
防
車
な
ど
の
通
行
や
、
災

害
時
の
住
民
の
避
難
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ

る
。

　

本
市
の
狭
あ
い
道
路
の
総
延
長
と
市
が
管
理
す
る
道

路
に
占
め
る
割
合
は
ど
の
く
ら
い
か
。

【
答
弁
】
市
が
管
理
す
る
市
道
台
帳
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
幅
員
が
4.5
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
の
総
延
長
は
３
１

９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
市
道
の
総
延
長
に
対
す
る
割
合

は
55
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

【
質
問
】
狭
あ
い
道
路
解
消
に
は
、
後
退
用
地
に
係
る

移
転
に
関
す
る
費
用
助
成
な
ど
の
予
算
の
確
実
な
確
保
や
、

取
り
組
み
を
明
確
化
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど

の
作
成
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の
状
況
を
伺
う
。

【
答
弁
】
本
市
で
は
、
今
の
と
こ
ろ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
の
作
成
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
令
和
２
年
に
国
土
交

通
省
が
ま
と
め
た
デ
ー
タ
で
は
、
狭
あ
い
道
路
解
消
の

た
め
拡
幅
整
備
事
業
に
係
る
何
ら
か
の
補
助
を
行
っ
て

い
る
地
方
公
共
団
体
は
、
全
国
で
２
４
５
自
治
体
あ
る
。

県
内
で
は
、
高
松
市
、
東
か
が
わ
市
、
さ
ぬ
き
市
等
で

補
助
を
行
っ
て
い
る
。

　

本
市
で
も
、
他
市
の
状
況
を
調
査
す
る

と
と
も
に
補
助
制
度
の
有
効
性
を
検
証
し
、

制
度
設
計
に
つ
い
て
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。 前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

答 弁

狭
あ
い
道
路
解
消
に
向
け
て

白 川 雅 仁
公明党

【
質
問
】
現
在
、
一
の
宮
海
岸
の
シ
ャ
ワ
ー
設
備
が
故

障
で
使
用
で
き
な
い
。
早
急
な
改
修
が
必
要
で
は
。
ま
た
、

サ
ッ
プ
な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
対
応
で
き
る
よ
う

屋
外
シ
ャ
ワ
ー
設
備
の
整
備
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
答
弁
】
現
在
、
シ
ャ
ワ
ー
設
備
は
、
老
朽
化
な
ど
に

よ
り
使
用
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
、
早
急
な
対
応
を
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
屋
外
シ
ャ
ワ
ー
設
備
は
、
人
々

の
交
流
の
場
と
な
り
得
る
構
成
要
素
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
他
自
治
体
の
状
況
な
ど
を
調
査
し
、
整
備
に
つ
い

て
施
設
所
有
者
で
あ
る
県
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

【
質
問
】
高
齢
者
の
買
い
物
な
ど
の
移
動
支
援
と
し
て
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
の
助
成
制
度
が
、
全
国
の
多
く
の
自
治

体
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。（
三
豊
市
：
毎
年
度
タ
ク
シ

ー
利
用
券
８
千
円
分
交
付
）
本
市
に
お
い
て
も
導
入
を

提
案
す
る
。

【
答
弁
】
高
齢
者
の
移
動
支
援
に
つ
い
て
は
非
常
に
重

要
な
問
題
と
認
識
し
て
い
る
。
の
り
あ
い
バ
ス
な
ど
の

既
存
事
業
の
見
直
し
や
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ

ー
の
実
証
実
験
を
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
本
市
に
一
番
適
し
て
い
る
の

か
、
制
度
設
計
を
精
査
し
検
討
し
て
い
く
。

早
急
な
対
応
を
検
討
し
て
い
る

答 弁

一の
宮
海
岸
の
シ
ャ
ワ
ー

設
備
の
早
急
な
改
修
を

大 平 直 昭
創風会

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
の
取

り
組
み
が
実
行
さ
れ
た
際
に
は
、
情
報

発
信
に
関
す
る
支
援
が
可
能
と
考
え
る

答 弁

天
空
の
鳥
居（
高
屋
神
社
）の
階
段

手
す
り
に
関
し
て
、
市
と
し
て

で
き
る
こ
と
が
な
い
か
伺
う

【
質
問
】
天
空
の
鳥
居
（
高
屋
神
社
）
に
つ
い
て
、
６

月
議
会
で
水
洗
ト
イ
レ
の
水
不
足
に
つ
い
て
伺
い
、

「
循
環
型
水
洗
ト
イ
レ
シ
ス
テ
ム
を
近
々
導
入
す
る
」

旨
の
答
弁
を
い
た
だ
い
た
。
高
屋
神
社
に
上
が
る
石
段

は
、
氏
子
が
９
０
０
万
円
を
集
め
石
段
が
動
か
な
い
よ

う
に
す
る
安
全
工
事
を
施
し
て
い
る
。
だ
が
、
下
り
る

時
は
手
す
り
が
無
い
た
め
大
変
危
険
な
状
態
に
あ
る
。

安
心
し
て
下
り
ら
れ
る
よ
う
一
日
も
早
く
設
置
す
る
べ

く
地
元
も
努
力
し
て
い
る
の
で
、
市
と
し
て
助
言
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
伺
う
。

【
答
弁
】
天
空
の
鳥
居
は
観
光
資
源
と
し
て
脚
光
を
浴

び
、
本
市
の
観
光
振
興
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
石

段
の
所
在
地
は
宗
教
施
設
内
に
あ
り
、
市
が
資
金
面
で

支
援
を
行
う
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
と
考
え
る
。
近
年
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
行
数

が
増
加
し
て
お
り
、
社
会
で
共
感
を
得
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
市
と
し
て
は
、
同
様
の
取
り
組
み
な
ど
が
実

行
さ
れ
た
際
に
は
、
間
接
的
に
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る

な
ど
、
情
報
発
信
に
係
る
支
援
が
可
能
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

詫 間 　 茂
自民新政会

高
齢
者
の
タ
ク
シ
ー
運
賃
助
成
制
度
の
提
案

制
度
設
計
を
精
査
し
検
討
し
て
い
く

答 弁
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【
質
問
】
令
和
５
年
３
月
議
会
に
て
、
映
像
投
影
を
し

な
が
ら
伊
吹
診
療
所
の
現
状
を
伝
え
、
診
療
所
の
衛
生

環
境
の
改
善
を
提
案
し
た
が
、
進
捗
を
伺
う
。

【
答
弁
】
本
年
度
、
壁
面
亀
裂
補
修
及
び
窓
枠
改
修
工

事
を
行
う
。
シ
ロ
ア
リ
被
害
も
確
認
し
た
の
で
、
駆
除

を
行
い
環
境
改
善
に
努
め
て
い
る
。

【
質
問
】
令
和
５
年
６
月
議
会
に
て
、
子
育
て
ア
プ
リ

の
提
案
を
し
た
。
進
捗
を
伺
う
。

【
答
弁
】
ア
プ
リ
導
入
で
出
来
る
事
等
を
企
業
よ
り
情

報
収
集
し
、
導
入
に
向
け
各
課
に
て
調
整
し
て
い
る
。

【
質
問
】
熱
中
症
対
策
と
し
て
防
災
備
品
の
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
を
、
部
活
動
・
体
育
の
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
と
し

て
使
用
出
来
な
い
か
。

【
答
弁
】
総
務
部
管
轄
の
防
災
備
品
だ
が
、

教
育
部
と
も
協
議
の
う
え
点
検
も
兼
ね
、

熱
中
症
対
策
と
し
て
使
用
を
承
諾
し
、
各

学
校
へ
使
用
可
能
と
の
周
知
を
し
て
い
る
。

本
年
度
、
壁
面
亀
裂
補
修
及
び

窓
枠
改
修
工
事
を
行
う

答 弁

伊
吹
診
療
所
環
境
改
善

の
進
捗
に
関
し
て

岸 上 政 憲
自民新政会

部
活
動
・
体
育
の
熱
中
症
対
策
で
、
防
災
備
品
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
の
使
用
を
事
前
に
提
案
し
た
が
、
進
捗
を
伺
う

子
育
て
ア
プ
リ
提
案
後
の
進
捗
に
関
し
て

使
用
出
来
る
よ
う
学
校
側
に
周
知
し
た

関
係
各
課
で
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
子

育
て
ア
プ
リ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
く

答 弁 答 弁

【
質
問
】
観
音
寺
市
の
一
部
医
療
機
関
で
は
、
患
者
の

方
が
支
払
い
を
し
、
そ
の
後
、
市
か
ら
戻
っ
て
く
る
と

言
う
手
続
き
だ
が
、
県
内
他
市
で
は
医
療
機
関
窓
口
で

の
支
払
い
は
一
切
発
生
せ
ず
、
医
療
機
関
が
市
に
請
求

し
、
支
払
い
手
続
き
を
完
了
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

本
市
も
こ
の
よ
う
な
支
払
い
方
法
に
変
え
る
事
は
可
能

か
。

【
答
弁
】
助
成
方
法
は
、
健
康
保
険
証
と
受
給
資
格
者

証
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
と
、
窓
口
で
保
険
適
用
部
分

を
支
払
わ
ず
に
済
む
「
現
物
給
付
方
式
」
と
、
一
旦
窓

口
で
自
己
負
担
分
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
後
日
手
続

き
を
し
て
助
成
金
を
受
け
取
る
「
償
還
払
い
方
式
」
の

2
つ
の
方
法
で
実
施
し
て
お
り
、
現
在
、
本
市
の
子
ど

も
医
療
費
に
お
け
る
「
償
還
払
い
方
式
」
の
対
象
は
、

県
外
の
医
療
機
関
、
調
剤
薬
局
お
よ
び
全
て
の
接
骨
院

な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
市
が
「
償
還
払
い
方
式
」
と
し
て
い
る
接
骨
院
な

ど
に
つ
い
て
、
三
豊
市
は
同
じ
医
療
圏
で
あ
る
三
豊
市
、

観
音
寺
市
の
2
市
に
所
在
す
る
接
骨
院
な
ど
に
限
定
し

た
上
で
、
窓
口
で
自
己
負
担
分
を
支
払
わ
ず
に
受
診
で

き
る
体
制
を
整
え
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
三
豊

市
と
同
様
に
観
音
寺
市
・
三
豊
市
の
2
市
に
所
在
す
る

接
骨
院
な
ど
を
対
象
に
「
償
還
払
い
方

式
」
か
ら
窓
口
で
自
己
負
担
分
を
支
払
わ

ず
に
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

窓
口
で
自
己
負
担
分
を
支
払
わ
ず

に
受
診
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く

答 弁

18
歳
以
下
の
医
療
費
支

払
い
に
関
し
て

豊 浦 孝 幸
創風会

【
質
問
】
学
校
給
食
食
材
費
へ
の
来
年
度
以
降
の
支
援
、

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
代
な
ど
の
支
援
継
続
と
新
規
支
援
策
に
つ
い

て
伺
う
。

【
答
弁
】
現
在
と
同
様
な
学
校
給
食
へ
の
食
材
費
支
援
、

市
内
事
業
者
等
へ
の
支
援
を
検
討
す
る
。

【
質
問
】
活
用
と
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。
情
報
発
信
と

し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
企
画
を
提
案
す
る
。

【
答
弁
】
防
鳥
ネ
ッ
ト
の
取
り
付
け
が
完
了
し
、
ベ
ン

チ
を
設
置
し
開
庁
日
に
開
放
し
て
い
る
。
市
Ｈ
Ｐ
に
加

え
、
広
報
紙
で
周
知
す
る
。
飲
み
物
の
持
込
は
可
で
、

他
市
の
活
用
事
例
を
調
査
し
検
討
す
る
。

【
質
問
】
高
齢
単
身
者
、
身
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
か

ら
ご
み
の
戸
別
収
集
の
要
望
が
あ
り
、
今
後
の
サ
ー
ビ

ス
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
】
生
活
環
境
課
で
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る

ご
み
出
し
支
援
の
ご
み
を
無
償
で
受
け
入

れ
て
お
り
、
そ
の
実
績
は
令
和
４
年
度
で

２
，
０
５
５
件
、
令
和
５
年
度
10
月
末
現

在
、
１
，
３
３
１
件
で
あ
る
。

支
援
の
継
続
を
検
討
す
る

答 弁

物
価
高
騰
対
策
の
継
続

と
新
規
支
援
策
は

石 山 秀 和
公明党

市
庁
舎
２
階
テ
ラ
ス
の
有
効
活
用
を
伺
う

高
齢
単
身
者
、
身
体
の
不
自
由
な
高
齢
者
の

ご
み
の
戸
別
収
集
を
提
案
す
る
が

来
春
の
開
放
時
、
市
Ｈ
Ｐ
に
加
え
、

広
報
紙
で
も
周
知
す
る

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
ご
み
出
し

支
援
の
ご
み
に
つ
い
て
は
無
償
で

答 弁答 弁
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新
「
道
の
駅
」
へ
の
進
入
路
に
関
し
て

関
係
機
関
と
連
携
す
る

答 弁

【
質
問
】
中
国
四
国
地
方
の
主
要
幹
線
道
路
に
は
、
大

規
模
な
道
の
駅
が
多
数
整
備
さ
れ
、
平
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
多
く
の
集
客
を
得
て
い
る
。
こ
れ
ら
以
上
の
新

「
道
の
駅
」
の
整
備
を
期
待
し
て
い
る
が
、
市
長
が
考

え
て
い
る
道
の
駅
に
つ
い
て
問
う
。

【
答
弁
】
新
鮮
な
農
畜
水
産
物
の
販
売
、
有
名
な
道
の

駅
と
の
連
携
に
よ
る
そ
の
地
域
の
特
産
品
の
販
売
、
毎

日
利
用
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
、
飲
食
店
、
屋
内
外
の

子
ど
も
の
遊
び
場
や
芝
生
広
場
に
ド
ッ
グ
ラ
ン
、
ビ
ジ

ネ
ス
向
け
の
ス
ペ
ー
ス
、
障
が
い
者
に
も
優
し
い
施
設
、

地
理
的
優
位
性
を
生
か
し
た
防
災
拠
点
な
ど
複
合
的
な

道
の
駅
と
し
て
整
備
し
た
い
。
ま
た
、
道
の
駅
に
特
化

し
た
ホ
テ
ル
の
誘
致
に
つ
い
て
も
努
力
し
て
い
く
。

【
質
問
】
国
道
11
号
か
ら
の
建
設
候
補
地
へ
の
進
入
路

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】
進
入
路
に
つ
い
て
は
、
重
要
課
題
と
認
識
し

て
お
り
、
道
路
管
理
者
と
し
っ
か
り
意
見
交
換
会
を
し
、

進
入
路
や
渋
滞
対
策
を
計
画
的
に
実
施
し

て
い
く
。

中
四
国
最
大
級
の
道
の
駅

と
は

複
合
的
な
道
の
駅
と
し
て
中

四
国
最
大
級
を
目
指
す

答 弁

伊 丹 準 二
自民新政会

【
質
問
】
６
月
定
例
会
で
、
人
工
の
た
め
池
を
活
用
し

た
新
「
道
の
駅
」
の
構
想
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
市
民

の
方
か
ら
素
晴
ら
し
い
発
想
だ
、
ぜ
ひ
実
現
し
て
欲
し

い
と
の
声
が
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
市
長
か
ら
た
め
池
を
管
理
す
る
上
で
安
全

対
策
及
び
水
量
確
保
に
つ
い
て
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
安
全
対
策
と

し
て
遊
歩
道
へ
の
柵
や
ロ

ー
プ
の
つ
い
た
浮
き
輪
の

設
置
を
、
水
量
確
保
と
し

て
水
利
組
合
と
協
議
の
上
、

上
流
の
た
め
池
か
ら
の
流

入
、
井
戸
や
雨
水
の
利
用

を
提
案
す
る
。

　

ぜ
ひ
実
現
を
！

【
答
弁
】
ス
ケ
ー
ル
が
大

き
く
、
事
業
費
等
の
課
題

が
多
い
が
、
新
「
道
の
駅
」
整
備
は
、
夢
を
持
っ
て
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
提
案
の
う
ち
一
つ

で
も
取
り
入
れ
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

８
月
の
視
察
研
修
で
は
、
水
辺
を
活
用
し
た
道
の
駅

が
あ
り
、
そ
こ
で
は
た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
が
遊
ん
で

い
た
。
新
「
道
の
駅
」
に
人
を
呼
び
込
む

機
能
と
し
て
水
辺
空
間
の
整
備
も
検
討
に

含
め
る
べ
き
と
感
じ
て
い
る
。

た
め
池
を
活
用
し
た
新

「
道
の
駅
」
実
現
を
！

人
を
呼
び
込
む
機
能
と
し
て

水
辺
空
間
も
検
討
に
含
め
る

答 弁

大久保隆敏
立志会

【
質
問
】
道
路
の
ご
み
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
。

【
答
弁
】
さ
ら
な
る
不
法
投
棄
を
防
ぐ
た
め
、
早
急
な

回
収
や
防
止
看
板
設
置
な
ど
の
対
応
、
警
察
と
も
連
携

し
な
が
ら
啓
発
に
努
め
る
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
々
に
も
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

【
質
問
】
新
規
就
農
者
へ
の
補
助
や
指
導
は
？

【
答
弁
】
支
援
策
と
し
て
、
就
農
直
後
最
長
３
年
間
の

所
得
補
助
や
農
業
機
械
の
導
入
、
施
設
整
備
に
対
す
る

補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
。
加
え
て
、
新
規
就
農
者
の

定
住
支
援
策
と
し
て
、
家
賃
補
助
や
住
宅
取
得
補
助
な

ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

【
質
問
】
公
共
施
設
の
有
効
な
活
用
と
し
て
、
観
音
寺

市
が
売
却
し
、
市
の
活
性
化
に
繋つ

な

が
る
こ
と
を
条
件
に
、

施
設
を
使
う
企
業
に
対
し
て
、
応
援
す
る
仕
組
み
が
あ

る
の
か
？

【
答
弁
】
売
却
さ
れ
た
公
の
施
設
に
限
定
し
た
助
成
制

度
は
な
い
が
、「
企
業
立
地
促
進
条
例
」
で
定
め
る
施

設
の
立
地
を
市
内
外
か
ら
促
進
す
る
た
め
に
、
要
件
を

満
た
し
た
場
合
、
固
定
資
産
税
等
相
当
額
の
助
成
制
度

が
あ
る
。
こ
の
制
度
は
売
却
さ
れ
た
公
の

施
設
で
あ
っ
て
も
、
要
件
に
該
当
す
れ
ば

助
成
の
対
象
と
な
り
得
る
制
度
設
計
で
、

活
用
の
幅
が
広
が
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
者
が
対
応

を
行
う

答 弁

公
道（
県
道
・
市
道
）の

管
理
に
関
し
て

三 好 優 子
無所属

新
規
就
農
者
に
対
す
る
補
助
な
ど
の
応
援
は
？

新
た
に
就
農
を
目
指
そ
う
と
す
る
人

が
挑
戦
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る

答 弁
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【
質
問
】
①
市
道
総
延
長

約
６
０
０
km
の
内
、
舗
装 

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物

の
多
く
は
耐
用
年
数
を
越

え
て
い
る
。
維
持
管
理
に

要
す
る
予
算
不
足
が
要
因

で
は
。
②
現
在
、
国
道
11

号
４
車
線
化
、
ス
マ
ー
ト

IC
整
備
が
進
み
、
完
成
後

は
地
域
の
交
通
の
流
れ
が

大
き
く
変
化
し
、
交
通
事

故
の
多
発
が
予
測
さ
れ
る
。
十
分
な
安
全
対
策
が
必
要

と
考
え
る
。
③
二
級
河
川
一
の
谷
川
整
備
が
、
吉
岡
町

で
進
み
、
続
く
上
流
地
域
の
古
川
町
地
域
の
整
備
に
向

け
た
状
況
は
。

【
答
弁
】
①
予
算
制
約
の
中
で
、
安
全
性
・
緊
急
性
を

考
慮
し
、
優
先
順
位
を
定
め
、
順
次
対
応
し
て
い
る
。

②
交
通
体
系
の
変
化
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
特
に

市
外
か
ら
の
来
訪
者
向
け
に
案
内
看
板
を
設
置
。
現
在

の
市
道
で
は
歩
道
未
整
備
箇
所
の
歩
道
を
設
置
し
、
県

道
と
の
交
差
点
改
良
を
実
施
す
る
。
③
国
道
11
号
線
よ

り
下
流
の
吉
岡
町
地
域
で
は
、
ほ
ぼ
用
地
買
収
を
終
え
、

工
事
も
本
格
化
。
上
流
の
古
川
町
地
域
の

整
備
時
期
は
未
定
だ
が
、
事
業
予
算
の
確

保
に
向
け
て
、
県
、
さ
ら
に
は
国
に
向
け

て
強
く
働
き
か
け
る
。

国
道
４
車
線
化
、
IC
整
備
に
併

せ
て
交
通
安
全
対
策
を
進
め
る

答 弁

安
心
・
安
全
な
地
域
づ

く
り
に
む
け
た
取
組
を

篠 原 重 寿
立志会

【
質
問
】
私
は
９
年
前
に
地
元

自
治
会
な
ど
の
要
望
を
一
般
質

問
し
た
が
、
そ
の
後
大お

お
ざ
や鞘
橋
の

歩
道
や
、
見
渡
し
の
悪
い
四
つ

角
の
停
止
線
、
急
カ
ー
ブ
の
側

線
引
き
な
ど
が
で
き
た
が
こ
れ

か
ら
の
計
画
は
？

【
答
弁
】
今
後
約
10
年
で
計
画

区
間
の
半
分
を
占
め
る
急
カ
ー
ブ
の
危
険
箇
所
を
完
成

さ
せ
た
い
。
令
和
５
年
か
ら
用
地
取
得
を
進
め
、
一
部

工
事
の
発
注
は
順
調
に
進
め
ば
２
年
先
の
見
込
み
。

【
質
問
】
９
月
16
日
の
午
後
の
１
便
が
、
乗
組
員
の
ケ

ガ
の
た
め
欠
航
に
な
っ
た
が
、
そ
の
ケ
ガ
及
び
欠
航
と

な
っ
た
経
緯
と
安
全
対
策
を
問
う
。

【
答
弁
】
ケ
ガ
を
し
た
機
関
長
は
、
狭
い
機
関
室
で
転

倒
し
、
す
ぐ
に
救
援
を
呼
べ
ず
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
救
出

さ
れ
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
が
、
出
航
間
際
で
代
替
者
が

お
ら
ず
欠
航
と
な
っ
た
も
の
。
事
業
者
の
対
策
は
①
一

人
で
は
作
業
し
な
い
②
点
検
は
関
連
会
社

が
行
う
③
迅
速
な
欠
航
連
絡
を
す
る
と
報

告
を
受
け
て
い
る
。

幅
員
が
狭
い
急
カ
ー
ブ
の
危
険

箇
所
を
早
急
に
解
消
し
た
い

答 弁

通
学
路
・
下
木
屋
豆
塚
線

の
整
備
の
到
達
と
今
後
は

乗
組
員
の
ケ
ガ
に
よ
る
伊
吹
航
路
の
欠
航
に
つ
い
て

市
は
事
業
者
に
、
安
全
の
徹
底
・
運
航

及
び
周
知
体
制
の
改
善
を
要
望
し
て
い
る

答 弁

藤 田 　 均
無所属（共産）

※整備が進むスマートインターチェンジ

氏　　名 質　問　件　名 氏　　名 質　問　件　名

白川　雅仁

●讃岐ジオパーク構想への参加につ
いて

●自治体による終活支援について
●奨学金返済支援制度について

岸上　政憲 ●デジタル田園都市に向けた市の体制
について

豊浦　孝幸 ●銭形Ｋコインについて

篠原　重寿 ●市職員の職場環境について

詫間　　茂

●中学校の部活動「地域移行」につ
いて

●死亡率の低下に役立つウォーキン
グについて

●運動公園の維持管理費について
●小学生・中学生の不登校について

藤田　　均

●マイナ保健証に係わる問題点について
●本市の教育大綱(案)とパブリック・コ

メントについて
●手話言語条例とコミュニケーション

条例により変わったところ、今後の
計画について

掲 載 で き な か っ た 一 般 質 問
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　市議会では、本会議などの様子をインターネットで生中継・録画放映しています。パソ
コンやスマートフォン・タブレットなどにより、気軽に視聴していただくことができます。
　より多くの方に視聴していただくための取り組みとして、各質問者の録画映像にリン
クするQRコードを掲載しております。
　ぜひご活用ください。

※QRコードの読み取りには専用アプリのインストールが必要です。
※視聴の際のデータ通信料はご自身の負担となります。

一般質問をスマートフォン・タブレットで視聴できます

■福岡県宗像市（令和５年10月２日）

◆道の駅「むなかた」について
　　新鮮な海産物や農作物のほかスイーツや加工品など、買い

物が楽しくなる豊富な品揃えが自慢。施設面では広大な芝生
広場、レストランや米粉パン工房、おみやげ館などを併設し
ている。

　　宗像農業協同組合・宗像市商工会・宗像漁業協同組合・宗
像観光協会・宗像市（平成25年５月より）の５団体が出資
して設立し、「株式会社道の駅むなかた」が運営を行っている。

■福岡県うきは市（令和５年10月３日）

◆道の駅「うきは」について
　　うきは市で取り組んでいる「グリーンツーリズム事業」の

核となる施設として位置づけられており、都心と農村を結
び、交流拠点として整備されている。豊かな自然と温暖な気
候に恵まれていることから、柿・梨・ぶどう・いちご・桃な
どの果樹栽培が盛んであり、これら四季折々の果樹を販売し
ている。また「重点道の駅」、「防災道の駅」に選定されている。

建 設 経 済 委 員 会 視 察 報 告
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開 催 報 告

　　　令和５年10月21日（土）14：00−16：15

　　　ハイスタッフホール　小ホール

　　　「大地の成り立ちから　地域を深く知り　災害に備えよう」

101名の市民の方が参加されました。

第１部　講　演
　　　　　講師：香川大学特任教授・名誉教授　長谷川　修一　氏（理学博士）
　　　　　演題：『大地の成り立ちから　地域を深く知り　災害に備えよう』
　　　　　　　　災害から身を守り、被害を最小限にするために、その土地の成り立ちから地域の弱みと
　　　　　　　　強みを把握し、自助・共助・公助を連携して、防災・減災対策を進めませんか。
　　　　　　　　●私たちは世界的な災害列島に暮らしている
　　　　　　　　●防災・減災の基本　敵を知り　己を知る
　　　　　　　　●観音寺市沿岸部の災害特性
　　　　　　　　●観音寺市山地部の災害特性
　　　　　　　　●大地の成り立ち（ジオ）から地域を深く知ろう

第２部　パネルディスカッション
　　　　　パネラー　《防災・減災の活動に取り組まれている市民の代表》
　　　　　　　角崎　　巧　氏（工学博士　高知工科大学地域連携機構客員教授
　　　　　　　　　　　　　　　土木学会［災害マネジメント研究小委員会］副委員長兼幹事長
　　　　　　　　　　　　　　　観音寺市自治会連合会会長）
　　　　　　　藤川　政幸　氏（香川県防災士会西讃ブロック長）
　　　　　　　横山　禎三　氏（常磐小学校区自主防災会　会長）
　　　　　　　國土　真希　氏（香川大学大学院　創発科学研究科）
　　　　　　　土井　　明　氏（観音寺市　防災専門官）
　　　　　設　問
　　　　　　　●自己紹介および活動紹介
　　　　　　　●長谷川先生の講演への感想および質問
　　　　　　　●観音寺市の防災・減災について今後注力していかなければいけないこと

ロビー企画
　　会場前にて、防災アイデアグッズ・段ボールベットの展示
　　　　黒川　太一　氏（香川県防災士会西讃副ブロック長）

参加された皆さんからは、「観音寺の土地の成り立ちを知ることができた。」
「災害を想定したまちづくりが大事。」「市内の各地域の取り組みが参考になった。」
などのご意見が寄せられました。

市民フォーラム２０２３　開 催 報 告

日　時

場 所

テーマ
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議案番号等 議　　　案　　　名 議決結果
議案第62号 観音寺市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 原案可決
議案第63号 観音寺市離島振興対策実施地域における固定資産税の課税免除に関する条例の制定について 〃
議案第64号 観音寺市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について 〃
議案第65号 観音寺市国民健康保険条例の一部改正について 〃
議案第66号 観音寺市国民健康保険税条例の一部改正について 〃
議案第67号 教育委員会委員の任命について 同　　意
議案第68号 監査委員の選任について（識見） 〃
議案第69号 公平委員会委員の選任について 〃
議案第70号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 〃
議案第71号 財産の処分について 〃
議案第72号 香川県市町総合事務組合規約の一部変更について 原案可決
議案第73号 令和５年度観音寺市一般会計補正予算（第５号） 〃
議案第74号 令和５年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃
議案第75号 令和５年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃
議案第76号 令和５年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計補正予算（第１号） 〃
議案第77号 令和５年度観音寺市下水道事業会計補正予算（第１号） 〃
議案第81号 観音寺市職員の給与に関する条例の一部改正について 〃
議案第82号 観音寺市一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の一部改正について 〃
議案第83号 観音寺市第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部改正について 〃
議案第84号 観音寺市第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部改正について 〃
議案第85号 観音寺市手数料条例の一部改正について 〃
議案第86号 監査委員の選任について（議会選出） 同　　意
議案第87号 令和５年観音寺市一般会計補正予算（第６号） 原案可決
議案第88号 令和５年度観音寺市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 〃
議案第89号 令和５年度観音寺市国民健康保険伊吹診療所特別会計補正予算（第２号） 〃
議案第90号 令和５年度観音寺市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 〃
議案第91号 令和５年度観音寺市介護予防サービス事業特別会計補正予算（第２号） 〃
議案第92号 令和５年度観音寺市下水道事業会計補正予算（第２号） 〃
決議案第2号 ヘイトスピーチの根絶への取組みを推進するための決議 〃

議　　員　　名　　　

　　　議　案　名　等

三
好　

優
子

藤
田　
　

均

篠
原　

和
代

白
川　

雅
仁

石
山　

秀
和

篠
原　

重
寿

大
久
保
隆
敏

詫
間　
　

茂

岸
上　

政
憲

大
矢　

一
夫

大
賀　

正
三

伊
丹　

準
二

豊
浦　

孝
幸

立
石　

隆
男

合
田
千
佳
子

大
平　

直
昭

井
下　

尊
義

議決結果

無無
共
無
自公明党 立志会 自民新政会 創風会

議案第78号 観音寺市議会議員の議員報酬及び費用弁償等
に関する条例の一部改正について ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第79号 観音寺市長等の給与及び旅費に関する条例の
一部改正について ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議案第80号 観音寺市教育委員会教育長の給与、勤務時間そ
の他勤務条件に関する条例の一部改正について ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〃

議 員 発 議 岸上政憲議員議員辞職勧告決議案 ○ ● ○ ○ ○ ● ● ● 除 − ● ○ ○ ○ 欠 ○ ○ 〃

●賛否の分かれた議案

※会派別五十音順　　※無所属（会派に所属していない議員）…自由民主党、日本共産党

※議長には可否同数の場合のみ裁決権があります。
※○…賛成　●…反対　欠…欠席　除…除斥　退…退席　

●全会一致の議案

議案の審議結果
※提出議案などの詳細は、市議会ホームページ「提出議案等」をご覧ください。

令和５年第５回（12 月）定例会

審 議 結 果
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観音寺市議会議員 会派等別名簿 五十音順

自民新政会(自由民主党)

伊丹 準二、大賀 正三、大矢 一夫、岸上 政憲、詫間 茂

創風会(自由民主党)

井下 尊義、大平 直昭、合田 千佳子、立石 隆男、豊浦 孝幸

立志会(無所属・立憲民主党)

大久保 隆敏、篠原 重寿

公明党
石山 秀和、白川 雅仁

会派に所属していない議員
篠原 和代(自由民主党）、藤田 均(日本共産党）、三好 優子(無所属)


